
■利用者特性 （平成 26 年度プール施設利用状況調査委託報告書より） 

【利用者特性】 本牧市民プール 横浜プールセンター 

【年齢】 

●想定人数（百人） 

 小学 中学 十代 

本牧 186 76 90 

横浜 289 302 73 

※十代：16～19 歳 

 

 

 

 

【居住地】 

●想定人数（百人）  
 区内 市内 市外 

本牧 380 305 78 

横浜 327 714 95 

※市内：所在区を除く  
 

 

 

 

 

 

【同伴者】 

●想定人数（百人）  
 家族 友達 

本牧 461 264 

横浜 534 575 
 

  

【交通手段】 

●電車・バス割合  
・本牧：22.6％  
・横浜：52.4％ 

●想定人数（百人） 

 電バ 車 自歩 

本牧 172 357 221 

横浜 596 305 223 

※電バ：電車、バス 

※自歩：自転車、徒歩  

  

【所要時間】 

●平均所要時間  
・本牧：32.8 分  
・横浜：40.8 分  
※5/ 10/ 15/ 30/ 60/ 120 
●10 分以内割合  
・本牧：23.0％  
・横浜：  9.0％  

 

 

 

【利用頻度】 

●年間平均利用頻度 

・本牧：5.5 回 

・横浜：3.8 回 
※1/ 1.5/ 3/ 8.3/ 20.7/ 40 

●想定利用者数 

・本牧：76,278 人/5.5 回 

       =13,868 人 

・横浜：113,672 人/3.8 回 

       =29,913 人  
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本牧市民プール 敷地形状について 
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再整備後の本牧市民プール 敷地イメージ（約 23,000 ㎡） 

サイクリングロード部分 

：公園⇒プール敷地 

プール敷地の一部⇒公園 



 



本牧市民プール 駐車場出入口および提供公園について 

 

１ 趣旨 

・本牧市民プールの再整備にあたっては、区画形質の変更が伴うため、開発行為に該当します。そこで、

駐車場入口や提供公園について、以下に記載する条件となる見通しです。 

（現時点での検討内容に基づいて、開発担当部署に確認した内容であり、実際の許可条件等は、ＰＦＩ

事業者の計画内容によって変わることがあります。実際に施設を計画する際には、改めて開発担当部署

にご相談ください。） 

 

２ 駐車場出入口 

・プール東側道路に駐車場出入口を設ける場合、車道幅員が 6.5m 以上あり、可能です。 

・プール西側の行き止まり道路に駐車場出入口を設ける場合、車道幅員が 13m（6.5m の折り返し道路と

考える）以上必要になりますが、現況道路幅員が 12.25m であり、幅員が不足しています。 

・プール南側は幹線道路（国道 357 号線）であるため、駐車場出入口の設置は困難です。 

 

３ 提供公園 

・敷地全体（屋外プール＋民間施設）約 23,000 ㎡の３％＝約 700 ㎡の提供公園の整備が必要です。 

 

上記をふまえ、敷地面積について、以下のとおり修正します。 

（単位㎡） 修正前 ⇒ 修正後 

屋外プール 18,000～20,500 ⇒ 18,000～20,500 

民間施設 2,500～5,000 ⇒ 2,000～4,500 

提供公園 ― ⇒ 約 700 

合計 約 23,000 ⇒ 約 23,000 
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本牧市民プール 建て替えについての地元意見交換会の主な意見 ＜速報＞ 

（平成 30 年５月 19 日（土）14:00～15:00、16:30～17:30 計 50 人程度参加） 

 

＜屋外プール：施設＞ 

・本牧市民プールに接している崖は、浮世絵などにも示されているような歴史的景観でも

あり、そのような景観に配慮した整備 

・本牧市民公園や、三渓園、八聖殿などと一体でまちづくりの観点から考えるべき。 

・メンテナンスに時間と費用がかからないシンプルな施設 

・（子供達の意見）流れるプール、大きな噴水(既存のプールにあるもの) 

・リラクゼーション施設などを設けて、小さい子供を遊ばせておきながら大人もゆっくり

できるような施設 

・（埋め立てられた海の代替機能ということから、）海水プール 

・飛び込み台のあるプール 

・イベントスペースとして活用できればよいと思う。（水を抜いたプール施設等を利用した

脱出ゲーム） 

・滑ると音が鳴る（滑る速度によって音が変わるなど）スライダー 

・床に足跡などが示されていると面白い。 

・（雨の日にも利用できるようにするために）簡易な屋根などを設けて楽しめるような工夫 

・フィギュアスケートなども楽しめるとよいと思う。 

・脱水機 

 

＜屋外プール：施設以外の事項＞ 

・営業時間も９時から 17 時というのではなく、もう少し長く営業して欲しい。 

・土曜の夜など、プールサイドでカクテルパーティなどの一時的なイベントが開けるとよ

いのではないか。（プール内の照明により環境演出） 

・民間収益施設と連携した貸し切り利用などにも対応できるとよいと思う。 

・プールの入場券とバスの乗車券のセット販売 

・周辺にある公園との連携 

・駅との間でシャトルバスが運行されていればよい。 

 

＜屋外プール以外の施設＞ 

・飲食サービスの充実 

・駐車場をしっかり増やして欲しい。 

・近隣に住む者としては、ＢＢＱコーナーなどの利用により煙等の影響を受けるようなこ

とがあると困る。 

・（通年で水に親しむため、また、スイミングプール需要が大きいため、）屋内プール 
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・漁業組合と協力して地の魚を展示するような小さな水族館機能 

・スケートボードを楽しめるような場所 

・ゴルフ練習場 

・子供や若い人だけでなく、高齢者が体を動かせるようなダンスやフィットネスなどの施

設 

・ヨガや砂風呂 

 


